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富士スカウト章の進級における申請期間の延長に関して、以下の通り東京連盟としての特別の措置を

設ける。 

 

 

１．ＶＳ部門に進級取得可能期間に対する特別措置 

① 富士スカウト章の申請期限 

現高校 3 年生に相当する年齢のスカウトに対しては、富士スカウト章の日本連盟への申請期限 1

年延長に対応して東京連盟のルールを適用し、東京連盟への申請章の提出期限を「2022 年 11 月度

進歩委員会」とする。（2021 年 11 月度進歩委員会提出期限を 1 年延長） 

 

      2021.5        2021.11        2021.12   2022.1      2022.3 

【通常】 隼章取得→（6 か月）→富士章申請書提出期限→県連盟面接→富士章伝達→（富士章着用） 

                （11 月進歩委員会）        （理事会） 

 

      2022.5         2022.11         2022.12   2023.1      2023.3 

【特例】 隼章取得→（6 か月）→富士章申請書提出期限→県連盟面接→富士章伝達→（富士章着用） 

                （11 月進歩委員会）         （理事会等） 

 

  ② 隼章、菊章の申請期限 

  現高校 3 年生に相当する年齢のスカウトに対しては、隼章、菊章の東京連盟への申請章の提出期

限を 2023 年 3 月 31 日とする。（2022 年３月 31 日東京連盟期限を 1 年延長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２．「考査方法考査の基準に対する特別措置」について 

 

各部門とも、原則は日本連盟の設けた進歩に関する特別措置（本年改定を含む）に沿うものとする。た

だし、「２．考査方法考査の基準に対する特別措置」については昨年提示した通りとするが、より柔軟な

考査方法、考査基準によって進歩が進むことを期待する。 

また、日本連盟および東京連盟が特別の措置を示していない進級課目および技能章における細目につ

いては、隊長または技能章考査員の判断に委ね、日本連盟の示す特別の措置に沿って、地域の状況及びス

カウトの環境応じたより柔軟な考査方法、考査基準によって進歩が進むことを期待する。 

 

（参考） 

２．考査方法、考査基準に対する特別措置 

① 富士については、日本連盟コミッショナーの設ける特別の考査基準や考査方法に沿うこととする。 

ただし、「６成長と貢献⑴」における個人プロジェクトについては、企画段階で地区コミッショナー

（または地区コミッショナーが任命する者）に、プロジェクトの展開、考査に関する特別措置、およ

びウイルス感染に関する安全管理のアドバイスを受けることとする。 

② 菊・隼については、日本連盟コミッショナーの示す指針を参考のうえ、地区ごとに地域のウイルス感

染防止に関する措置の下における制限及び環境に合わせ、必要に応じて地区コミッショナーにより特

別の考査基準や考査方法を設けることができる。 

ただし、以下の細目については、特に実施が困難と判断される場合、ただし書きにより考査、認証す

ることができることとする。 

【菊章】 

3 スカウト技能 

⑵ 班長や次長（グリーンバー）として班キャンプ、またはジュニアリーダーとして隊キャンプの計画

を立て１泊以上の固定キャンプを実施し隊長に報告書を提出する。 

ただし、外出や活動の制限、自粛等により野外活動の実施が不可能な場合、後日必ず実施と報告書を

提出することを約束し、計画書作成し提出する。 

４ 奉仕 

⑴ 団や地域で取り組んでいる奉仕活動に４日以上（１日１時間以上）参加する。 

ただし、団や地域で取り組んでいる奉仕活動の実施がない場合は、地域や身の周りの人に役立つ奉

仕活動を自ら考え、４日以上（１日１時間以上）または同程度の時間実施して、隊長に報告する。 

【隼章】 

２ スカウト技能 

⑴ 自分を含めた２人以上のベンチャースカウトで、安全と衛生および環境に配慮した２泊３日以上の

移動キャンプ（歩行距離２０ｋｍまたは、自転車１００ｋｍ以上）を計画し、隊長の承認を得て実

施、報告する。 

ただし、外出や活動の制限、自粛等により野外活動の実施が不可能な場合、後日必ず実施と報告書

を提出することを約束し、実施までの間に、計画実行に向けて研鑽・努力する課題を設定し隊長に

報告する。 



４ 奉仕 

⑵  社会的弱者（高齢者、障がい者等）への支援活動を積極的に行い、隊長に活動記録を提出する 

ただし、社会的弱者（高齢者、障がい者等）への支援活動の実施が困難な場合は、社会的弱者（高

齢者、障がい者等）に関する問題や課題について調べ、日常やスカウト活動において行うべき支援

活動についてレポートにまとめ、隊長に報告する。 

 

以上 


